
 

 

厚生労働白書令和３年版に松戸市が掲載されました 
「新しい生活様式を目指し、オンラインで人がつながるサロンを実現」 

 

令和２年度、千葉大学予防医学センターがオンライン通いの場等が日本医療研究開

発機構（ＡＭＥＤ）の研究開発費が採択され、松戸市と共同で実施した内容が厚生労

働白書令和３年版のコラムとして掲載されました。 

 令和３年度版 厚生労働白書-新型コロナウイルス感染症と社会保障-は、新型コロ

ナウイルス感染症が国民生活に与えた影響と対応を巻頭に特集するに際して、新型コ

ロナウイルス感染症を契機に国民生活はどのように変わったかを調査している中で、

特に日常生活におけるオンラインの浸透の項目で、外出自粛に伴いオンライン化が浸

透し、ＳＮＳなどの新しいコミニケーションツールの利用が増加している事例として

本市の取組が紹介された。（別紙：厚生労働白書） 

 

＜オンライン通いの場（サロン）＞ ※（別紙：昨年度参加募集案内） 
 新型コロナウイルス感染症が広がり、高齢者が外出自粛等をすることにより、健康

二次被害が懸念されたことから、従来の対面方式から新しい生活様式としてオンラン

で人と人がつながる仕組みが有効に機能できるかを検討するために実施した。 

◇３週間タブレットを貸与 

◇初回と最終回は対面講習 

◇期間内にサポートする事業者が参加プログラムの提供 

◇リモートによるサポート 

 
（実績） 
２４団体１４６名が参加 

 
（効果等） 
◇新規購入増 

◇タブッレット活用者増 

◇参加者の７割以上が楽しかった 

◇今後、通いの場で活用できると考える人８割以上 

◇オンライン活動を継続５割以上 

松 戸 市 報 道 資 料  

令和３年８月１０日 



＜今年度の事業＞ 
 ９月より昨年度同様の事業を市が実施するとともに、千葉大学予防医学センターと

協力し、効果検証を行う。 

【本件に関する問い合わせ先】 
〒２７１－８５８８  千葉県松戸市根本３８７－５ 

松戸市福祉長寿部地域包括ケア推進課  

☎０４７－３６６－７３４３ ＦＡＸ０４７－３６６－０９９１

✉mckaigoyobou@city.matsudo.chiba.jp



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


